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Kunxin Luo 博士 
University of California, Berkeley（アメリカ） 

SnoN in regulation of mammalian carcinogensis 

Transforming Growth Factor-β (TGF- β)は細胞増殖を抑制することによ

り癌抑制因子として機能しつつ、上皮間葉分化転換(EMT)の誘導を介

して癌細胞の浸潤・転移を促進する癌悪性化因子としても重要な役割

を果たしています。TGF- βシグナルを抑制する SnoN は癌遺伝子とし

て同定され、多くの種類の癌において発現が上昇していることが示さ

れていますが、近年 SnoN の癌抑制因子としての役割が報告され、そ

の複雑な作用機構に注目が集まっています。Luo 博士は SnoN ならび

に類似因子の Ski の機能解析において先駆的な研究をされており、本

セミナーではTGF- βシグナル非依存的なSnoNの細胞調節機構を含め

て最新の知見をお話しいただく予定です。今回は博士のお話が聞ける

貴重な機会ですので、多数の先生方の御来聴をお待ちしております。

 

 


